
具 体 的 目 標

（評価小項目）

早期教育部
・子どもの育ちや将来に対して安心感と見通
しがもてるよう、保護者同士の横の繋がり・
縦の繋がりを支援する。

・毎回部会で、保護者支援における情報共有を行
う。
・２歳児保護者対象の学習会では、一斉講義形式で
はなく保護者同士が意見交換し合い学び合えるよう
な企画をする。
・他学部の保護者を招いて座談会を実施する。
・先輩保護者が作成した教材や支援の方法などを、
ひよこだより等を通じて発信する。

A

・保護者同士の関係･障害受容･親子関係の在り方･
きこえに関わる情報提供等の項目に沿って話し合
い、保護者の思いやポイントとなることを共通確
認できた。
・幼稚部保護者等を招いて座談会を実施した。
・２歳児保護者の学習会を７回実施。休日参観後
にも行ったことで母親以外の保護者が学ぶ良い機
会となった。
・先輩保護者の工夫を全10回通信に載せてお知ら
せした。

・保護者のニーズに合った学習会を
今後も実施していく。
・家庭事情等によって来校が積み重
ならないケースもあった。必要な情
報を限られた時間でいかに伝えてい
くか、今後も課題である。
・定期来校児とほぼ同数の外来児が
来ている。学校としてどのような体
制で受けていくのか、課題と感じ
る。

幼稚部
・幼児期の発達や気持ちに添った教員の関わ
りを深める、と共に家庭での親子の関わりが
充実するよう支援していく。

・保育の場面のビデオ撮りを行い、具体的な場面を
取り上げて関わり方や会話を検討する。
・個人記録やクラス便り、クラス懇談を通じて、家
庭での関わり方や会話の広がりを支援する。

A

・自由遊びの場面を中心にビデオ撮りをし、教員
で意見交換や検討を行い、保育に生かした。
・「親子のやり取り記録」で父親にも記入しても
らう欄を設けることによって、家庭での子どもの
見方の共有やアドバイスができた。
・休日参観日に普段、保護者学習会などに参加で
きない方を対象にクラス懇談を行った。テーマに
沿った情報交換ができ、子どもとの関わり方の参
考にしてもらえた。

・教員の専門性を高めるため、今後
も保育場面のビデオ撮りを行い、関
わり方や言葉がけについて具体的に
検討していく。
・保護者の学習会やクラス懇談で保
護者同士で意見交換ができるような
場を、今後も意図的に設定するよう
にする。

小学部

・手話などを使って子ども達が安心して何で
も話せる環境作りに努める。
・児童の学力を向上させるための教員の指導
力向上に努める。

・教員の手話力を高め、児童の気持ちに寄り添った
対応を心がける。
・感染症などの病気の予防や健康な体作りに向け
て、保健教育、食育教育に取り組む。
・児童の話し合い活動と思考の深まりがどのように
関係があるのか検証し、効果的な話し合い活動を授
業に取り入れる。

A

・感染症予防のための消毒を毎日行い、手洗いや
マスク着用の大切さを指導し続けることで児童の
健康を守ることができた。また、毎週の給食
ニュースを6年生が他学年に向けてリモート配信し
食について知識を深めることができた。
・児童の話し合い場面や関わり合いの場面のビデ
オ分析から話し合いによって児童の意見や行動が
変化していく様子が見られた。
・教員の手話力向上に向けて、児童の話し合いの
読み取りや手話文法の学習をすることができた。

・感染防止対策をしながら行事に取
り組めるようマニュアルを作成す
る。
・児童の国語科における思考・判
断・表現の力を育むための授業研究
に取り組む。
・教員の手話力向上に向けて、引き
続き、児童の話し合いの読み取りや
手話文法の学習をする

本　年　度　重　点　目　標 具　体　的　目　標

幼児児童生徒が心豊かに学校生活を送り、自立に向けて何ごとにも主体的に取り組んでいこうとす
る安全で安心な環境づくりをめざす。
幼児児童生徒が思考をくぐらせながらわかることの楽しさを十分に感じ、自ら学んでいこうとす
る、よく考え意欲的に学ぶ授業づくりをすすめていく。
県内唯一の聴覚障害教育特別支援学校として関係機関との密接な連携を図っていくとともに地域と
の連携・協働をすすめ、地域と共にある学校づくりを目指していく。
効果的、効率的な会議の運営に努めるとともに教職員間の共通理解を深める。また、ワークライフ
バランスの実現を目指し、心身共に健康で幼児児童生徒に笑顔で接することができる職場環境づく
りに努める。

手話を尊重したコミュニケーション環境を保障し、子ども達が何でも話しやすい環境づくりに
つとめる。また、道徳教育や人権教育、子どもたちへの心理的なケアなどを充実させる。
保健・安全教育や防災教育、医療的ケア体制などを充実させ、多様な状況に対応できる学校を
めざす。また、情報保障や情報伝達のシステムを整備する。
保護者との信頼関係の構築のための情報発信や情報共有につとめる。
手話を含め、音声日本語、文字、視覚情報など多様な手段を効果的に組み合わせながら子ども
たちが「よく考える授業」作りに努める。また、日本語指導を充実させ、基礎学力を向上させ
るために授業力向上に向けての教員研修を充実させるとともにＩＣＴ教育や視覚的教材の活用
を推進する。
子ども達の多様性や自主性を尊重し、自立心を育てるための手立てを工夫する。
県内の医療、福祉、就労などの関係機関とのよりいっそうの連携を図るとともにセンター的機
能を発揮しながら積極的な支援をおこなっていく。
近隣の地域社会や県内の聴覚障害者のコミュニティなどと連携し、地域の方々に支えられる学
校をめざす。

・コロナウィルス感染
症対策の徹底及び家庭
への感染防止意識を高
めるための啓発等、安
全で安心な学校作りに
努めたうえで学校行事
等、子どもたちに豊か
な教育経験が保障され
るよう大切に取り組ん
でいる。
・教員の手話力向上に
向けての取組を今後も
しっかりとしてほし
い。子どもたちが安心
してコミュニケーショ
ンがとれる環境を大切
にして欲しい。
・子どもたち一人一人
に合わせた教育を大切
にしながらとてもきめ
細やかに指導されてい
る。今後も子どもたち
個々の力をしっかりと
のばしていってほし
い。
・色々な部門ごとに学
部を越えての情報共有
がみられた。今後も情
報の共有を大事にして
ほしい。

令和２年度　学校評価総括表 　　　　　　　                        　　　                                                 　　　　　　　                         　　                  　奈良県立ろう学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

教育目標

日本国憲法、教育基本法及び学校教育法に定められた教育の根本精神に基づき、聴覚に障害のある幼児児童生徒に対し、心身の障害の状態及び発達段階と特性に応じて、普通教育及び専門教育
を行う。
また、学校と家庭との連携を密にして、一人一人の可能性の伸張を図り、自ら積極的に社会の変化に対応し互いに協力・協調しながら主体的に生きる力、社会に対して思いやりをもち心から感
謝する気持ちを表現する力、目標に向かって地道に努力し粘り強く最後までやり抜く力などの育成を図る。

総合評価

運 営 方 針

Ａ

令和元年度の成果と課
題
・県内唯一の聴覚障害
特別支援学校としての
センター的機能の発
揮。
・多様性のあるコミュ
ニケーション能力の育
成。
・幼児児童生徒の個々
の障害に応じた指導及
び教職員間での共通理
解や連携。
・地域社会とのつなが
り。
・卒業後も安心して卒
業生が生活を送ってい
けるようなサポート。

・早期教育から幼小中高、寄宿舎までの多様な子どもがいる中で一貫教育のよさを生かす。　　　・安全で安心な学校づくりのために防災教育や心のケアなどを充実させる。
・手話と日本語の両方の言語について豊かなコミュニケーション環境を整える。　　　          ・教科指導などで高い専門性を発揮できる指導体制を整備する。
・地域との連携により、開かれた学校づくりをすすめる。

具 体 的 方 策・評 価 指 標
自己
評価
結果

成果と課題（評価結果の分析） 改善方策等
学校関係者評価(結果・

分析)及び改善方策



中学部

・生徒自らが自己を見つめ、他人を理解しお
互いに個性を尊重しあえる力を身につける。
・進路に向けて具体的な計画を立てて自ら学
習する姿勢や判断力、思考力を培う。
・性教育の充実を図る。

・思春期における自分について何者か、また相手は
何者なのかを理解しお互いに気持ちや意見を言える
力を養う。
・将来について見通しを持ち、自ら調べ、計画もっ
て学習できるようにさせる。
・道徳教育や人権教育、各教科等で性教育について
学び、自分の身を守るための対策を考えさせる。

A

・性意識を高めるために、おかたに病院の医師を
招いて思春期における性について講話してもらっ
た。また学年活動でも男女の体の違い、一緒に活
動していく上の留意について学習を深めることが
できた。そして相手の気持ちを考えながら道徳等
の授業の中で意識させながら話し合い活動を積極
的に進めることができた。
・中高祭や自立活動の取り組みとして、テーマを
挙げ、計画的・具体的に調べ、ポスター作成、発
表を積極的に行うことができた。同時に自分の進
路について真剣に考えることができた。

・話し合い活動に継続的に取り組み
深い学びができるようにする。
・性教育の意識を高めながら他学年
との良好な人間関係を築き上げる。
・手話を含む生徒のコミュニケー
ションの幅を広げる。
・教師の手話技術向上をはかる。

総務部

・学校全体に関わる校務（学校行事）を計画
し、学校運営が円滑に行われるように努め
る。
・文化に触れる機会を設定し、文化的活動を
推進する。

・行事計画等の各種計画を作成し、スムーズな運営
ができるように努める。感染症等による予定変更に
も速やかに対処し連絡調整をする。
・幼児児童生徒が文化的活動に意欲的に取り組める
よう、校内作品展やアート展、文化鑑賞会などの企
画運営をし、作品を発表したり鑑賞したりする機会
を設定する。

B

・コロナ感染症の拡大により、行事や活動計画を
予定通りにできないことが多くあった。学部や分
掌部と連絡を取り、日程を変更したり内容を精選
して時間短縮したりし、感染症予防対策を取りな
がら実施することができた。盲ろう共用スールバ
ス・タクシー、時差登校や増便によるバス運行計
画についても学部・事務室と連携を図り、調整・
変更を行った。県の障害者作品展や中高部祭と併
せた校内作品展、文化鑑賞会などは、時期や活動
内容を調整しながら実施し、文化的な活動を推進
することができた。

・今後コロナ感染症拡大が収束する
まで、計画・予定が変更になる場合
もあるが、臨機応変に対応できるよ
うに学部・分掌部と連携を取って進
めていく。特に児童生徒が集まるよ
うな行事・活動には、感染症対策を
しっかりと講じながら進めていく。
文化的活動も内容や方法を変えなが
ら、実施できるよう検討していく。

教務部

・校務支援システムの設定、動作管理を担
い、本年度より導入する校務支援システム
「賢者」を使用しての、個別の指導計画、支
援計画等の作成がすすめられるようにする。

・校務支援システムの初期設定から、使用に関する
研修、作成にあたっての支援、更新、管理にあた
る。
教育研究所や業者とも連絡を取り確認しながらすす
めていく。

B

・昨年度末の基本設定から、年度更新、新入生の
追加を行った。その後、出席簿や高等部3年生の調
査書作成作業、基礎データ入力へとさしかかれる
段階まですすめることができた。また、個別の教
育支援計画、指導計画、指導要録の作成に携われ
るよう準備をすすめてきたが、作業を進めるごと
に問題にあたり時間を要してしまった。その都
度、ソフト会社や県、他の支援学校とも連絡・連
携を図りながら対応してきたが、十分に進められ
る状況までには至らなかった。

・入力や不具合が起こったときの対
応・対策を記録しておく。全職員が
作業できるマニュアルの作成をお願
いしていくとともに、校内でも不具
合の対応について情報を共有できる
ようにする。

高等部

・各学年の実態や個々の進路に応じた取り組みを
行ってきた。個人の目標を明確にし、その上でク
ラスや学年として生徒の仲間意識を高めていくこ
とができた。ホームルーム活動や自立活動などの
場面での話し合いや相談活動に積極的に自分の考
えや意見を伝えられるようになってきた。自立活
動のディベートでは高等部３年間の成果が見られ
た。高１、２の時はなかなか人前で意見を述べら
れなかった生徒が、自信をもって意見を述べる姿
が見られた。しかし、まだ大人数の場面での発言
に抵抗がある生徒もおり、継続的な課題である。
進路選択においては、大学のオンライン見学相談
への参加、県庁インターンシップなどの実習を経
験することで、卒業後の進路を意識し始めたり、
意欲の向上につながったりする機会となった。

・卒業後の進路をより強く意識する
ことで、学習面や日常生活面、社会
性などが向上すると考える。そのた
め、引き続き大学相談会やオープン
キャンパスへの参加、職場見学・実
習や各種検定の機会をつくっていく
ことが有効である。普段のホーム
ルーム活動等でも進路についての話
題や個々の意見や考えが出し合える
ような工夫をしていきたい。

A

・各教科や自立活動、ホームルーム活動、特別活動
などで、具体的な場面を設定した学習や教育実践を
行い、主体的に進路選択や進路決定ができる知識や
技能、コミュニケーション能力を身につけさせてい
く。

・個々の「個別の教育支援計画」の重点目標
を明確にし、将来に向け、集団の中で共に生
きていくための社会性や思考力・判断力・表
現力を育成する。また、自分の考えや意見を
主体的に周りへ伝えていこうとする姿勢を培
う。

・相手の立場にたって
物事を考えられる子ど
もに育って欲しい。
・社会に出たときにろ
う者だけでなく健聴者
ともコミュニケーショ
ンが図れるよう正しい
文法を身につけて欲し
い。
・子どもたちの聞こえ
の様子は様々で人工内
耳の子どももいれば裸
耳の子どももいる。音
声の保障、手話の保障
にこれからもしっかり
と取り組んで欲しい。
また、人工内耳の子ど
もも多くなり、聴覚活
用に頼っている子ども
も増えてきているが普
段の生活のなかで自覚
なしに聞き落としてい
る単語や聞き取りにく
い音があるのではない
かと思う。正しく理解
できているか確認しな
がらきちんと日本語を
伝えていく必要があ
る。
・重複障害（知的障
害）児への指導につい
ては言葉の発達に関し
ての専門性も高めて
いって欲しい。
・今後も地域とのつな
がりをしっかりと深め
ていってほしい。



進路指導部
・希望する進路について､自らの適性を考え
させ、進路選択及び進路決定の支援を行い､
進路決定率１００％を目指す。

・クラス担任と連携を密にして、進路決定へ向けて
の支援を行う。希望する進路について企業や作業所
等の見学及び実習、学校見学やオープンキャンパス
などを通して､自分の適性、能力について理解でき
る機会を増やす。

A

・進路決定率100％であった。コロナの影響があっ
たが、必要と考えた行事や見学・実習を担任・事
業所とで慎重に検討しながらすすめた。また、生
徒とコミュニケーションをとり、クラス担任を通
じて保護者との連携を密に取り組めた。進路のア
ンケートを実施し、自分の適性、能力について振
り返る機会を設けた。また、実習後には実習後の
振り返りを掲示し、生徒に意識付けを行った。
・校内模擬試験では実施方法を整理した。また、
コロナウイルス感染に対応するための実習見学を
中止する場合の基準を設けた。

・職場実習や見学について不要不急
であるかどうか精査をすすめ、より
生徒に合う職場開拓をおこない、実
習経験を積ませながら適性を考えさ
せる丁寧な進路指導を行っていきた
い。また、進路のアンケートを活用
し自己分析をすすめ、将来について
考えを深めさせるとともに、挨拶な
どの基本的なコミュニケーションス
キルの向上やロジャーやスマートホ
ンを活用したUDトークや職場までの
経路検索ができる力を育みたい。

研究部 ・保育力・授業力向上に向けて、授業検討や
情報交換の場を設け、研究活動を推進する。

・保育、授業に関する研修会や学習会を年5回企
画・実施する。
・学部内で保育検討会、授業検討会をおこなう。
・研修・研究活動が発展する記録の残し方、広げ方
を検討し、情報発信をおこなう。

B

・新型コロナウイルスの感染拡大の影響を受け、
予定の変更や密を避ける開催方法の工夫などの配
慮をしながら、研修会を４回、学習会を２回実施
できた。
・公開授業の事前および事後検討会を、教科会の
みではなく、学部内でもおこなうよう呼びかけ
た。実施できた学部もあるが、事前・事後検討会
をする時間確保が難しいという現状もある。
・研究通信「あしあと」を年間１１号発行した。
情報発信・情報共有の方法を、さらに具体化して
いく必要がある。

・今まではなかった「オンライン研
修」が普及したことを受け、来年度
は積極的にオンラインも活用した研
修計画を立てる。
・来年度以降はチームでの「授業作
り」を念頭に、事前・事後の検討会
を充実させていきたい。そのために
は、時間確保の工夫や計画的な実施
計画を立てる必要がある。
・各部の研究活動を校内全体で共有
するための方策として、研究通信の
活用以外に部間連携を強化したい。

保健体育部
・幼児児童生徒、教職員の防災意識の向上に
務める。ウイルス感染予防対策の手順等を確
認し、徹底する。

・大規模災害に対して各学部で児童生徒に対して授
業を行い、考えを深める。
・コロナ、ノロ、インフルエンザ等ウイルス感染の
可能性のある疾病に対して、感染を拡大させないた
めの対応方法、手順等をマニュアル化し徹底する。

A

・感染症対策として、コロナ、ノロ、インフルエ
ンザ等ウイルス感染の可能性のある疾病に対し
て、感染を拡大させないための消毒作業のマニュ
アル化や、生徒に対しての手洗いの徹底を行っ
た。手洗いの習慣が幼児、児童、生徒、教職員共
に身についた。
・防災関係の場所や出火場所などの設定や時間に
工夫が必要と思われる。防災についての学習を消
防署より講師などを招いたり、実技的な訓練をし
たりすることがコロナ禍ではあるが必要と思われ
る。

・引き続き幼児、児童、生徒、教職
員の手洗い、マスク着用の徹底を周
知していく。
・防災研修、救急救命法に関しては
オラインでの研修を実施できないか
検討をしていく。

図書部 ・幅広い図書に興味をもたせ、生活の中に習
慣となるように読書活動を推進する。

・読み聞かせの機会や図書館からの本の借用を活用
する。
・図書室での本の紹介や中高部の図書コーナーを充
実させて多様な図書に関心をもたせ、本を手に取り
読みたいと思える環境を整える。
・行事に向けた取り組みや広報活動、委員会活動を
活性化させ、読書に対する意識を高める。

B

・図書館から本を借用し、授業に活用したり図書
コーナーを設けたりして読書推進に努めた。
・図書の一部を作者名で分類し直し、授業との関
わりを深め手に取りやすいように改善した。
・総貸出数が小学部1480冊、中学部7冊、高等部40
冊である。学部があがるにつれて読書離れが著し
く、授業で図書を活用する機会も少ないことが明
らかである。

・より良い図書の購入や環境整備に
努め、児童生徒が読書に意欲をもて
るようにする。
・聴覚障害児にとって日本語の習得
を支える読書活動を、教員全体で進
めていけるよう率先して働きかけ
る。長期休業前には、全児童生徒が
本を借りるよう取り組む。

生徒指導部 A

・コロナ禍での行事縮小や活動制限がある中、小
学部ではみんなができることや楽しめる内容を考
え、リモートで放送を配信したり、高学年が中心
になり縦割りによる活動の企画運営を実践するな
ど、話し合い活動の活性化を図ることができた。
中高部では、「中高５２の「想造」の環を広げよ
う」をスローガンに掲げ、学期始めと終わりの生
徒集会では個人の目標の意識づけや振り返りを
行ったり、クラスルームを活用し生徒会役員の連
携を密に生徒会活動の活性化を図ったりした。文
化祭は中止となったが、中高祭では発表の集大成
としてひとり一人が明確な目標を持って活動し、
仲間との達成感を共有する取り組みとなった。ま
たボランティア活動や地域ふれあい文化祭の開催
など可能なかぎり地域啓発を行い、特別活動にお
いて性教育や人権教育に関する授業を計画的に実
施し規範意識の向上を図った。

・感染防止対策を継続しながら、多
様化する児童生徒の実態を的確に捉
え、児童生徒の主体的な活動の場を
大切にし、本校の特色である縦割り
での活動を積極的に行えるよう学部
間の連携を図り、実践できるように
したい。来年度も規範意識の向上を
図る目的で、自発的自治的な生徒会
活動の活性化と地域とつながる活動
を意識的に取り組み、特別活動の特
質をふまえたより充実した内容の改
善を図り、系統的な取り組みにつな
げたい。

・生徒指導部のスローガンを設定し、定期的に集会
を開いたり、縦割りによる活動や地域啓発活動を積
極的に計画し実践するなど、児童生徒の規範意識や
仲間意識の向上を図る。また高等部では特別活動に
おいて性教育や人権教育の授業を積極的に展開す
る。

・ひびき祭開催に向け、幼児児童生徒ひとり
一人が活躍できる明確な目標を設定し、縦の
つながりや地域とつながる活動を大切にした
生徒会活動や児童会活動の活性化を図る。ま
た特別活動の内容を見直し、性教育の意識向
上を図る。



聴能部
・幼児・児童・生徒の発達段階に応じて、き
こえに関しての意識を高めたり、補聴機器の
保守管理についての知識を深めたりする。

・自立活動プログラムを活用しながら、聴力測定や
自立活動の時間等に、個々に応じた保守管理につい
て指導する。また、それに伴い担任とも連携をとり
個々の幼児児童生徒のきこえに関する意識や保守管
理について理解を深める。
・測定結果を丁寧に読み解く研修を重ね、幼児児童
生徒の検査結果の因果関係を予測できるようにす
る。

A

・「電池」「補聴器」「きこえ」について幼児児
童生徒個人ができるチェックリストを作成した。
その内２項目に関しては「音・きこえのノート」
を通じて自己チェックを促した。また、電池の項
目については各部で実際に担任にチェックする時
間を設けてもらった。結果、機器の扱い方など幼
児児童生徒の実態の把握と今後の指導における課
題を明確にすることができた。
・聴能ミニ研修を全１４回行うことができた。そ
の中でデジタル機能の有効性について検証した。
児童が機能の違いによってきこえ方が異なること
を体験することができた。今後、体験する人数を
増やし子供たちの感想を集めてフィッティングに
活かしていきたい。

・電池や補聴器の扱い方など、具体
的に指導していく必要があることが
わかった。今後、質問の文言を再考
し幼児児童生徒が実際に活用してい
けるようにしていく。
・聴能ミニ研修を通じてフィッテン
グ研修を行ったが、今後は具体的な
事例に関しての研修が必要である。
・児童の主観的な評価だけではな
く、語音検査等客観的な測定をかさ
ねていく必要がある。
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特別支援部

・奈良県の聴覚障害センター校として、支援
に関わる専門性および相談機能の向上を目指
す。
・新教育支援計画への移行を円滑に図れるよ
うにする。

・分掌部会などで研修を実施したり、他の研修会に
参加したりするなどして、基礎的な聴能に関する知
識や障害理解、ケースに応じた支援方法を部員が幅
広く学ぶことで、校内外での支援の充実が図れるよ
うにする。
・教務と連携しながら、新教育支援計画に対応でき
るようにする。
・発達検査やケース会議のデータを学部をこえて共
有できるように、各学部フォルダから移行し統一す
る。

A

・ミニ研修を行い、教育相談時に必要な身障者手
帳や補聴器購入に関わる福祉制度等について学び
合った。
・コロナの影響で昨年度より相談件数は減り、研
究会も１回のみの開催になったが、会報紙や聴覚
障害基礎テキストの配布等で本校の専門性を生か
し情報提供に努めることができた。
・教育支援計画への移行にあたって、教務と連携
しながら進めることができた。
・発達検査やケース会議のデータを１つのフォル
ダにまとめたことで、個人の検査歴をさかのぼり
結果を比較しやすくなった。

・来年度の担当者研は教育研究所で
開催し、特に初めて難聴児を担当す
る先生方への参加を積極的に呼びか
ける。特支部HPの入力パスを発行し
てもらい、地域への発信を充実させ
る。
・地域の児童生徒との交流会（きら
なか交流会と集まれ中高生）が実施
できなかったため、来年度はコロナ
対策をした上で実施できるよう検討
したい。

舎務部
・寄宿舎生が主体的に自分たちの生活を考え
ることができるように、話し合い活動の充実
を目指して寄宿舎生と関わるようにする。

・児童生徒の実態把握を担当の者だけではなく指導
員全員で行い、適切な支援方法について考える。
・舎生長や副舎生長が自己有用感を持つことのでき
る役割を考え、舎生による自治活動の充実を図る。

B

・定期的な寄宿舎生ケース会議を開くことで、指
導員全員の意見を集約し指導に生かすことができ
た。また時間入舎生の実態や効果的な指導法を共
有する時間を設けることで指導の質向上に繋がっ
た。今後は寄宿舎指導員内のみで終わるのではな
く、学部や家庭との一層の連携が求められる。自
らの役割を理解している高等部の舎生が中心と
なって、自発的に舎生をまとめる姿が後輩にも伝
わり、話し合いの時の雰囲気や態度に向上が見ら
れた。また、お互いが気遣って助け合う様子も増
えた。行事についても舎生に企画の立案を任せる
取り組みを行うことができた。

・泊まりの際に情報交換がしやすい
ため、舎監と指導員の勤務表を考慮
し作成する。
・間食の計画、買い出し、お金の管
理など人数が少なくても主体的に取
り組むことのできる活動を増やす。
・感染症予防に努めながら、どのよ
うに行事を運営すればよいかを考
え、舎生が中心となる寄宿舎作りに
繋げる。

人権教育推進委員会 ・自己を肯定するとともに、他者の大切さを
認める基盤を形成する。

・さまざまな教育活動の中から、人権教育に関わる
内容を選出し、活動の様子を記録し、次年度の資料
として生かすことができるようにする。
・ショートレターや人権作文を書かせるなど、各部
で人権を意識させる取り組みを行う。

B

・「なんでどうして」の中で、各学部の人権に関
する活動の内容や成果を報告することができた。
・資料として教材の一部を残すことができた。
・人権ショートレターを書かせるなど、各部で人
権を意識させる取り組みを行うことができた。

・各学年がどのような指導をしてい
るかの報告を各部会「委員会より」
などで情報交換し、もっとたくさん
の資料を残していく。

道徳教育推進委員会
・道徳教育の充実により自主的に考え、責任
をもって行動する態度を育む。

・各行事を含め学校生活全般において、教員が道徳
教育のねらいを意識して指導に当たる。
・道徳科の授業研究や評価のあり方について、学部
間で情報を共有し連携を深める。

B

・学部目標を各学部で周知することを意識し、道
徳教育の推進に努めたが、行事が少なくなり道徳
教育のねらいの確認などができる機会が減ったこ
ともあり、十分ではなかった。
・道徳の教科会と連携し、他学部の授業を参観
し、学び合えた。

・今後も行事が少ないことが予想さ
れるので行事に拘らず、学校生活全
般が道徳教育の場であることを念頭
に教員全体で取り組み、目標とする
幼児児童生徒を育んでいく。
・今後は学部内でも授業を参観する
機会を作り、情報共有や学び合える
場を設ける。

学校保健委員会 ・ウイルス感染予防対策の手順等を確認し、
徹底する。また家庭へも啓蒙し協力を得る。

・保健体育部と連携し、コロナ、ノロ、インフルエ
ンザ等ウイルス感染の可能性のある疾病に対して、
感染を拡大させないための対応方法、手順等をマ
ニュアル化し徹底する。また家庭用のマニュアルも
作成し、配布する。必要に応じて校医のアドバイス
を受ける。

A

・保健体育部を中心に各学部ともに感染予防対策
に取り組むことができた。手洗い、うがい、消毒
が幼児児童生徒にも習慣化された。また他の感染
症での欠席も減少した。保健便り等情報提供によ
り、保護者も子どもの健康観察に敏感になり、健
康チェックにほぼ協力いただけた。

・引き続き感染予防対策に取り組
む。マスクの正しい装着の仕方など
の指導が必要。今年度行えなかった
救命救急法の研修をどうするのか、
また大きな行事等の実施など、検討
が必要である。



医療的ケア検討委員会・担当者間の連携を密にし、事故を予防す
る。

・担当者間で率直なコミュニケーションをとり、行
事などの計画段階から安全確保を図る。
・学部を超えて情報の共有を図る。
・安全点検ノートを委員会メンバーで回覧し、危険
を事前に予測できるよう注意を喚起する。

A

・綿密な計画と看護師や保護者との連携により無
事行事を実施できた。進学に合わせ関係学部が協
力して事前研修を実施し意識を高められた。対象
児は成長とともに活動範囲が広がり動きも活発に
なるので、危険を未然に察知することがより求め
られる。

・行事においては学年集団とのつな
がりを保障しながら、対象児の活動
を精選し、時間に余裕のある行程を
計画する。他学部や様々な立場の教
員がともに研修することで気づきを
深められるようにする。引き続き率
直な意見交換と情報共有に努める。

食育推進委員会 ・心身の成長や健康の保持増進の上で望まし
い栄養や食事の摂り方を理解する。

・給食や、各学部・各授業等の取り組みの中で、
色々な食材や栄養について興味関心を高めさせる。
（・元気な体を作ろう・好き嫌いせず食べよう
・栄養素の基本・郷土料理や食文化　など）

A

・コロナ禍の中、それぞれの学部で工夫し活動す
ることができていた。給食では、世界・日本各地
の郷土料理を提供したり、食べ物の実物を掲示し
実際に触ったり見たりできるようにすることで、
食への関心がさらに深まった。フードデザインの
授業では感染症対策を徹底しながら、調理実習を
行った。実習での積み重ねによって、生徒の衛生
面や食への意識が変わってきている。

・調理実習での、学部をこえたつな
がりが減ってしまった。各学部、コ
ロナ禍での食育活動を工夫し懸命に
行っていたので、学部間での情報共
有を意識的にすればより良いものに
なった。食事マナーアンケートが実
施できなかった。毎日の意識付けの
ためにも、感染症対策を意識しなが
ら来年度は実施していきたい。

パソコン活用委員会

・校内ネットワークの運用と管理を行う。
・教員へのICT、 CMS、G Suiteの活用と研修
を行い、情報の管理、運用、教材コンテンツ
の制作を進める。

・CMS活用に関する研修を行い、学校webサイトの構
築・管理・更新をスムーズに進める。また、G
Suiteの活用も行う。

B

・CMSへの移行は済み、サイト更新は各部で行える
よう設定ができた。リモートでの行事が進み、状
況に合わせて運営ができた。今後、情報セキュリ
ティを考慮しつつ、授業や課外活動にも積極的な
使用を教員に促す。児童生徒の端末管理が今後の
課題となる。

・情報セキュリティ重要性を促し、
情報の機密性、完全性及び可用性を
維持するとともに学校教育活動での
利用を進める。また、GIGAスクール
端末がスムーズに運用できるよう管
理を行う。

校内支援委員会

・校内に在籍する特別な支援を要する幼児、
児童、生徒に関する情報や、新就学転入児
生、就学転入予定児生についての情報を共有
する。

・各部で支援を要する幼児児童生徒について検討
し、一覧表を作成する。
・委員会の中でその表をもとに、どのような支援が
必要なのかを全員で共通認識する。
・第２回目の委員会では就学、転入について検討会
を持つ。

  A

・コロナの影響で２回しかできなかった。各学部
の支援を必要とする幼児児童生徒について、一覧
表をつくり全学部の教員間で共有できた。就学に
ついては、来年度の就学児生についての状況や今
後の見通しについて確認することができた。校内
における各学部の支援状況や課題について共有で
きた。

・今後も重度のアレルギーや医ケア
など、他学部の幼児児童生徒につい
ても全教員が共有できるようにす
る。校内支援体制について、他学部
のことも学校全体で考えていけるよ
うにしたい。
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自立活動委員会

・各学部で連携した自立活動の保育・授業を
行う。
・近畿地区発音発語指導研究会に向けて、参
観内容の方向性を決める。

・ 自立活動委員会を定期的に実施し、年間指導計
画や授業の記録の仕方について各学部で情報交換を
行い、次年度から使用する引継ぎ資料を作成する。
・ 近畿地区発音発語指導研究会に向けて、自立活
動の授業のなかで、自立活動プログラムを基に口形
や発音・音韻を意識させた指導を実際に行い、情報
交換を行う。

A

・自立活動委員会の中で、各学部の年間授業計画
と授業の記録用紙について情報共有をおこなっ
た。自立活動プログラムを活用した授業の記録方
法、学部間の引き継ぎ記録の様式について、可能
性（学部間で連携ができるなど）と制約（資料作
成者の負担など）について考えながら、使用する
引継ぎ資料の様式について相談を重ねた。相談の
結果、来年度は学部で活用している記録様式と
ファイルを活用しながら、学部間で情報を引き継
ぐようにすることにした。新着任者研修会で自立
活動の授業の取り組み、教材について紹介した。
近畿地区発音発語指導研究会の研究会がコロナウ
イルス感染拡大防止のため、今年度は中止になっ
た。

・自立活動プログラムを基に、授業
内容の検討や学部毎の情報交換を行
う。
・近畿地区発音発語指導研究会に向
けて、本校の自立活動の授業の領域
④（言語・コミュニケーション）を
実践し、再考する。

いじめ対策委員会

・いじめの定義についての共通理解と周知徹
底を図り、幼児児童生徒の動向や実態を共有
し、迅速な対応と連携体制によるいじめ対策
防止の意識の向上と未然防止に努める。

・個人別生活カードを有効に活用し、気がかりな児
童生徒について教員間の連携を密に情報共有し、見
守り体制を強化していく。年間計画にもとづいたア
ンケートの実施や適時学部集会を開くなど校内の啓
発に努め、人権意識を高める。

A

・年間４回のいじめアンケートを実施し、アン
ケート調査により新たに発覚した事象に対して初
期対応を迅速に行うことができた。中高部では
「いじめ・自殺をふせぐためにー子どものいのち
を守るー」DVDを視聴し、いのちの大切さやいじめ
についてどう考えるかグループトークを通して考
えを深めたり、それぞれの学部で人権や道徳教育
に関連づけながら互いを尊重しあう学習を実施す
るなど、児童生徒の人権意識や規範意識の向上に
つながった。また児童生徒の心のケアとしてカウ
ンセリングはとても有効であった。児童生徒の普
段から悩みや相談ができる環境づくりやいじめア
ンケートを行う目的といじめの定義についての共
通理解と周知徹底が今後も課題である。

・来年度も「いじめを見逃さない学
校」づくりをめざした啓発を積極的
に行っていく。積極的ないじめ認知
の意識向上を図るために、いじめア
ンケートの実施だけでなく、気がか
りな生徒や支援の必要な生徒の動向
などに目を向けて教員間の連携や情
報共有が必要である。そのために、
「個人別生活カード」の記入を徹底
し、有効に活用し、特別支援部との
連携を密にカウンセリングの活用な
ど未然防止に努める。

手話情報保障委員会

・教職員の手話力の向上を目指す。

・式典での情報保障体制を整備する。

・聴覚障害に関する情報、校内における取り
組み状況について教職員及び保護者に発信す
る。

・レッツ手話学習会を定期的に実施するとともに、
各学部での手話学習会の内容を充実させる。
・式典での情報保障体制を確認し、改善を進める。
・レッツ手話学習会の様子や聴覚障害に関する情報
などを機関紙に掲載して学期に２回発行すること
で、情報提供を図る。

B

・レッツ手話学習会に加え、研究部との連携によ
り手話言語条例学習会の実施ができた。
・式典の情報保障体制については今年度はコロナ
禍により方式が変更になったため、今後のあり方
を検討する必要がある。
・機関紙を学期に２回発行し、情報提供を図るこ
とができた。

・今年度は新型コロナウィルス感染
の影響を受け、色々模索しながらの
活動となった。今後の活動について
検討していく必要がある。
・レッツ手話学習会については、研
究部の協力をお願いしたい。
・また、公費での手話通訳派遣につ
いて検討を重ねる必要がある。
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